
３年生は毎年， ８月２日に

板付け舟で大島海 古仁屋中体育

峡を横断していま 館で吹奏楽部

瀬戸内町立古仁屋中学校だより №５ す。その前に海に の定期演奏会

令和２年８月２１日 発行 おける危険につい が開かれまし

て学習し，いざと た。

いうときのためにも役に立つ，心肺蘇生法や 部長の関佳世

ＡＥＤについても，瀬戸内消防分署の皆様を さんは，｢新型コロナウイルスの影響で沢山の

校長 竹ノ山 誠忠 講師に迎え，実践形式で学習をしました。 演奏する場が無くなってしまいました。定期
しげただ

残暑お見舞い申し上げます。 演奏会も無くなるのではと，不安でした。先

早いもので夏休みも残り十日程となりました。これまで，問題行動 生や保護者，本日お越しくださった皆様のお

や事故等もなく，生徒は元気に過ごしており，ご家庭や地域での声か かげで定期演奏会を開催することができまし

け・見守りに心より感謝いたします。 ２年生は， た。｣と話しました。２０分がアッという間に

さて，八月は鹿児島県では「人権同和問題啓発強調月間」として， 徳永允先生を 過ぎてしまいました。

様々な啓発・広報を行っています。人権とは，「人々が生存と自由を確 講師に迎え，

保し，それぞれの幸福を追求する権利」で，言い換えると「自分の大 戦時中の様子

切さとともに他の人の大切さを認めること」です。言葉では簡単に思えますが，世の中には多く や瀬戸内町内

の人権問題（人の大切さを認めない行為）あります。子どもや女性，高齢者，障害者，外国人， の戦跡など詳

ハンセン病患者などに対する差別行為。最近では，新型コロナウイルスに感染した人やその家族， しく教えていただきました。特に，子供の頃

勤め先や学校，医療機関や医療従事者に対する誹謗中傷も深刻な問題になっています。身の周り の話を興味深げに聴いていました。

にはどのような問題があるのかをよく見て，差別のない行動について考えてみましょう。

また，八月六日は「広島原爆忌」，九日「長崎原爆忌」，十五日「終戦記念日」でした。第二次

世界大戦終了から七十五年が経ち，戦争を体験された方が少なくなる中ですが，平和な未来を築

くためにも，このような機会にぜひ関心をもってもらいたいと思います。二年生は夏休み前に， 教育活動をよ

徳永充先生に瀬戸内町と戦争の関わりについて学習しました。瀬戸内町，古仁屋と戦争の関わり り充実させるた 台風接近のため，風が強く波も出ていて，

は大変深く多くの戦争遺跡があります。西古見の観測所跡，久慈のレンガ造りの旧海軍給水施設 めに，学校評価 ３年ＰＴＡ役員さん達は最後まで悩みました。

跡，手安の弾薬庫跡，加計呂間の安脚場戦跡，吞之浦震洋基地など一度見学してみてはどうでし 委員会を開催致 そして，最良の選択をしました。

ょうか。毎日通る古仁屋小学校前の戦争遺跡の案内板もじっくりと見てほしいと思います。 しました。今年 お陰様で，３年生はチームで息をそろえる

古仁屋小学校前に潜水艦の魚雷を受け三千七百名余りが犠牲になった富山丸の供養塔がありま 度は，新型コロナの影響で，授業参観や地域 大切さを体感することができました。

す。そこにある生存者の弔魂の辞には，沈没する船から救助にあたる町民の様子が刻まれていま 行事など思うように実施できませんでした

す。「この事態を望見（ぼうけん）せし古仁屋の町民は，直ちに船を仕立てて救援に向かいやが が，参加者された皆様の子供たちに対する温

て僚船や救援に赴いた船から運ばれた遺体と負傷者は数知れず古仁屋の町は大騒ぎとなり，突然 かな気持ちが伝わる会となりました。 １日(火) ２学期始業式

の出来事に古仁屋町は其のなすべき処置に迷い遺体はトンキヤンの海岸にて懇（ねんご）ろに荼 今年度の学校評議員の皆さんは，古中山水 ２日(水)３日(木) 課題・実力テスト

毘（だび）に付し…シーツ代わりに芭蕉の葉を板の間に並べて其の上に負傷者を寝かし皮膚の剥 会会長，町田重孝さん。元民生児童員，若林 １２日(土) せとうち子ども検定(本校)

げたところに豚の油を塗り懸命に看護に努めたが其の甲斐もなく無残な姿で亡くなっていく将兵 茂さん。地域コーディネーター，山倉馨さん １３日(日) 第７３回体育大会

が憐れで居並ぶ者涙に咽（むせ）んだのである。…古仁屋町民の救護活動に国防婦人会の負傷者 地女連会長，川井黎子さん，古仁屋小校長， ２４日(木) １年生福祉体験学習

の看護に尽瘁された偉大な功績を後世に伝えるよすがとしたい。」 赤岩道春さん，古中ＰＴＡ会長，実島可斉さ ２・３年生公立高校説明会

語り継がなければならない歴史です。 ん。古中ＰＴＡ副会長，溝口佳乃さんです。 ２８日(月) スクールカウンセラー来校
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人権，平和について


